






要約:1 歳 6 か月児の神経芽細胞腫検査の残りの尿を用いて、この時期に尿中銅を比色法

で測定することにより、ウイルソン病のマススクリーニングが可能かどうかを検討した。

2,700 検体の尿中銅を測定したうち、最新の 151 検体の平均値は 0.369μg/mg-cre、標準

偏差は 0.683μg/mg-cre と我々が予期していた値より非常に高かった。そこで 0歳から 17

歳までの集団検診尿を用いて各年齢における尿中銅の正常値を求めた。0 歳児と 1 歳児尿

の銅の平均値は高く、ぱらつきも非常に大きく2歳児以降の尿とは明らかに差が認められ

た。我々はたまたま発見された発症前型の 5 歳の患児の連続した 3 日間の 24 時間蓄尿、

同期間の 23 回のスポット尿の銅を l0 歳の健常児尿のそれらと比較した。24 時間蓄尿で

は患児の方が有為に高かった。スポット尿でもほとんどが患児尿の方が高値を示したが、

2、3オーバーラップするところがあった。

  1 歳 6 か月児の尿中銅を指標としてウイルソン病のマススクリーニングをすることは難

しいが、2 歳以降の尿を用いれぱ測定法上では可能性はある。しかし患児の尿に銅排泄増

加がいつ頃からみられるか、その時点での採尿が可能かによってその有用性は決まると考

えられる。


